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バ保連ニュース (日本バプテスト保育連盟  発行 ) 
       ～バプテストのバトンをつないで～  202３年 6 月  VOL.9 

聖名を讃美いたします。  

バプテスト保育連盟につながる各施設の皆様、また諸教会の皆様

におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素

より連盟をお支えくださり真に感謝申し上げます。  

今年度も早 2 ヶ月が過ぎ、それぞれの施設では、新年度の慌ただ

しさから少し解放され、一息つかれた頃だと思います。それと同時

に教職員の皆様は、少しずつ疲れが溜まってくる時期でもあります

ので、皆様の日々の業が守られますようにとお祈りしております。  

さて 3 月以来ご案内させていただいております 2023 年度の設置

者・園長協議会及び総会につきまして、今回のニュースレターにて

詳細をお知らせいたします。  

設置者・園長協議会では、多くの皆様に北九州に足を運んでいた

だき、当連盟に対しての率直なご意見を伺いたいと存じますし、今

後の展望、そして幻を共有できればと考えております。  

社会的動向を見てみますと、2022 年度の出生数は 80 万人を割

り込みました。これは国の予想よりも、8 年早いと言われていま

す。2016 年度に初めて 100 万人を割り、わずか 6 年間で約 20

万人減少していると言うことになります。このように、とんでもな

く加速度的に進む少子化に対して、私たちは為す術なく戸惑うばか

りです。このような状況を踏まえて、尚一層我々は教育・保育に工

夫を重ね、各施設の持ち味を生かしつつ、子どもと保護者とに愛に  
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溢れた関わりを求めることが必要になります。  

そのようなことを通して、地域社会にあって確固とした信頼と存

在感を有する乳幼児施設となるように、各自が優れた施設を創り上

げていかなければならないと思うのです。  

それぞれの施設が、その地域に「なくてはならない重要な子育て

支援の拠点」としての立場を確立していけるように、共々に祈り合

い支え合いキリスト教保育の重要性を訴え続ける、そのような私た

ちの群れでありたいと願います。  

協議会では時間の許す限り、ご参加いただいた皆様から各施設の

ご事情を伺いつつ、情報を共有させていただきたいと思います。ま

た、初日の夜はささやかな懇親会も準備いたしますので、大いに親

交を深めながら、私たちの連帯感を高めていければと考えておりま

す。 

そのような趣旨で、今年度の園長設置者協議会及び総会が開催さ

れますので、どうぞ北九州のシオン山教会に足を運んで下さいます

よう、重ねてお願い申し上げます。  

最後になりますが、皆様、お一人お一人のご健康が祝され、主の

豊かなるお恵みがありますように祈りつつご挨拶とさせていただき

ます。 

在主 

日本バプテスト保育連盟  会長 田中秀一 
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日本バプテスト保育連盟の歴史  

 日本バプテスト保育連盟 (通称 :バ保連 )は、  

日本バプテスト連盟発足直後第 4 回連盟年次  

総会 (1950 年 )で結成が決議されました。  

当初、幼稚園・保育園の開設や設備 (ﾋﾟｱﾉ等) 

充実の補助等をﾌｫｰﾘﾝﾐｯｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ(American 

Board of Commissioners for Foreign  

Mission から受ける為の仲介的な働きを行っ  

ていました。  

その後、幼児教育充実発展に伴い学校法人  

化の課題等に関わり今日に至っています。  

２０２２年度役員  
・会  長：田中秀一  シオン山教会  

(北九州市  愛の園保育園  園長 ) 

・副会長：久保田信人  和歌山ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会  

(和歌山市  和歌山ひかり幼稚園  副園長 ) 

・役  員：石垣慶子  仙台基督教会  

(仙台市  仙台ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会幼稚園  園長 ) 

・役  員：中島美香  目白ケ丘教会  

(新宿区  目白ヶ丘幼稚園  園長 ) 

・事務局：中條信治  宮崎キリスト教会  

(宮崎市  みくに幼稚園  副園長 ) 

宮崎市吉村町北原 1405-15 

TEL0985-29-5451 

バ保連の会費は？  

この会費は イエス様が大切にされた  
最も小さきこどものために働かれる  
保育者の研修や情報交換、情報提供の  
ために用いられます  
ぜひ、ご参加ください。  
 
☆年会費 
・無認可園       ５，０００円 
・認可保育所・幼稚園１０，０００円  
・施設型給付園    ２０，０００円  
☆振込先 
・ゆうちょ銀行記号：１７４７０  
番号：８３５５５８５１ 

・他行から 
店名：七四八(店番７４８) 
普通：８３５５５８５  

・名前：日本バプテスト保育連盟  
 

☆２０２２年度会費納入園  感謝 

・愛の園保育園・伊集院幼稚園  

・いずみ幼稚園・金沢めぐみ幼稚園  

・恵星幼稚園  ・こひつじ幼稚園  

・神愛幼稚園  

・仙台バプテスト教会幼稚園  

・常盤台めぐみ幼稚園  

・光の丘幼稚園・光の子幼稚園  

・みぎわ幼稚園・めぐみ幼稚園  

・めぐみのその幼児園  

・目白ヶ丘幼稚園  

・和歌山ひかり幼稚園  

☆２０２２年度献金  

・伊集院幼稚園  感謝 

・金沢めぐみ幼稚園  

・仙台バプテスト教会幼稚園  

・目白ヶ丘幼稚園  

 

☆２０２３年度総会及び研修会予定  

８月２２日（火） 

１３：３０  受付開始 

１４：００  開会礼拝 

総会及び設置者協議会  

１７：００  終了予定 

８月２３日（水） 

９：００ 愛の園保育園 見学 

参加申し込み案内は別紙です。  

 

・当連盟顧問、麦野賦先生がお怪我

により療養中です。一日でも早い回

復をお祈りください。  

・祈りの課題  

①幼な子と保育者の救いのために。  

②保護者に子育ての喜びと安心を。  

③若者をキリスト教保育に送り出す。 

皆さまの祈りに加えて頂ければ幸いです。 



園紹介  社会福祉法人 浦和ぶどうの樹 浦和バプテスト保育園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

  

                            

                                                  

                     

 認可保育園として 2 年目を迎えた今、園庭に子どもの声が響き渡り

キリスト教幼児教育のわざを継続できる喜びを実感しています。近隣

にお住まいの方からも支持をいただけることは嬉しい限りです。「愛さ

れている安心感の中で育ち、自分もまわりの人をも愛せる人に」成長す

る保育を目指しています。当園では毎朝礼拝を行っており、特に水曜日

はメッセージがあります。子どもが礼拝のお話しやお祈りを家でする

のを聞き、クリスマスページェントを熱心に演じるのを見たりしなが

ら、保護者さまの心にも響いているようです。イエスさまのまなざしを

もって接する日々の保育、この地域では恵まれたスペースの園庭での

外遊びをとおして、子どもが様々な体験を積むことを大切にしていま

す。うんどうかい、移動動物園、いもほり遠足、鉄道博物館遠足、年長

クラス合宿などを通して、子どもの成長する姿を実感し、元気をいただ

いています。 

また新築の当園は教会建物と２階で接続しており、園児が教会によ

く出入りすると共に、保護者さまも同様に教会に出入りすることが多

くあります。教会の敷居が低くなり、教会学校子ども科や教会プログラ

ムに園児、卒園児、その保護者さまが参加してくださることは感謝で

す。認可保育園としてはまだ２年生になったばかりであり、謙虚な思い

で子どもや保護者に仕えていきながら、立ち上がりと同様にチャレン

ジしつつ様々な課題を超えていけるようにと願っています。 

                      園長 永瀬基臣 

当園は、前身の日本バプテスト浦和キリスト教会付属浦和バプテスト幼稚舎から衣替えをして、昨年 4 月に

社会福祉法人立の認可保育所としてスタートいたしました。幼稚舎は無認可幼稚園として５０年以上の歴史が

ありましたが、幼児教育無償化の流れに抗うことは難しくなり、“閉園”を視野に入れなければならない状況に

陥っていました。最後の 3 年間は“認可外保育施設”として市に登録し、廣島牧師がさいたま市の窓口に足を

運ぶ中で、2020 年 12 月ころ「社会福祉法人を設立して、その施設として認可保育所となる道がある」と担

当者から聞きました。教会では、「教会に子どもがいなくなる景色は考えられない」「今まで長年、教会としても

支え続けてきたキリスト教幼児教育の灯を消してはならない」との思いを与えられました。わずかな時間の中

で判断を迫られましたが、“社会福祉法人を設立し認可保育所を立ち上げる”という大きなプロジェクトに挑戦

することになりました。 

それから 2 年間、当園を立ち上げるまでの法人設立、申請手続き、建築設計施工、資金調達など、いくつも

の山を超えなければならない大変な状況もありました。素人集団でしたが、それだからこそ祈り、助け、知恵を

出し合うという作業の繰り返しの中で何回も道が開かれて行きました。今思うと行政の後押しがもらえる最後

の舟に乗ったということがよくわかり、その翌年ではこのプロジェクトをなすことはできませんでした。この

プロジェクトは、まさに主の御心によるご計画と信じています。 

 
クリスマスページェント 

移動動物園 

いもほり遠足 


